
令和6年3月7日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

4:全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4:全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全て実施した。

３：２つを実施した。

２：１つを実施した。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３:：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

おおむねできたと回答
する教員が５０％未満
であった。

成果が得られたと回答
する教員が85％以上で
あった。

おおむねできたと回答
する教員が８０％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が７5％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が６０％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が６０％未満
であった。

成果が得られたと回答
する教員が６０％以上
であった。

成果が得られたと回答
する教員が６０％未満
であった。

おおむねできたと回答
する教員が７5％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が６5％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が５０％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が５０％未満
であった。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが80％
以上である。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが75％
以上である。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが50％
以上である。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが50％
未満である。

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」80％以
上である。
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ン
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と
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進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：

Ａ

２：

１：

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

1

Ｃ

Ｄ

３：

２：

8

B

【これまでの取組】
・タブレットを使って年3回「早寝・早起
き・朝ごはんチェックシート」を実施
し、結果を生徒・保護者にフィードバッ
クした。
・栄養教諭による食育の授業や給食
の時間帯に食育につながる動画配信
や紙面でのニュースにより、食生活
の充実と改善を指導した。
・全教員が部活動の顧問となり多くの
生徒に活動の機会を与え部活動の
活性化を図った。
・保健だよりや学年通信による情報
発信、保健委員会の活動により、熱
中症・感染症の防止対策を推進し
た。

【今後の改善策】
・運動会の取り組みや部活動等を通
して、体力の向上と健康増進を図る
意識を向上させていく。

8

1

Ａ

目標に対する成果指標

２：

４：

3

Ｂ

３：

２：

４：

学校関係者記入欄

6

2

令和５年度　大田区立御園中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

本年度は、１学年３学級、２学年２学級、３学年３学級、生徒数２６２名（５月現在）の規模となった。また、みらい学園中等部（不登校特例校分教室）の３学級に２３名の生徒が在籍している。本年度の重点課題は「タブレット等ICT機器を活用した分かりやすい授業」、「思いやりや主体性を育む
体験活動や学校行事」、「特別な支援を必要とする生徒や不登校生徒の理解」について一層の推進・充実を図ることとし、子供たちにとって御園中学校が一層「魅力ある学び舎、誇れる学校」となることを目指していく。
【目指す学校像】
「生徒が目標をもち、自己の能力と創造性の伸長に努めるとともに、毎日明るく元気に登校できる学校」「家庭、地域の教育力を生かすとともに、保護者が安心して生徒を任せられる学校」「教職員が生徒一人一人を温かく見つめ、楽しく分かりやすい授業に生徒が目を輝かす学校」「秩序と
潤いがあり、生徒相互が良き仲間として支え合い、競い合い、励まし合って健やかに成長できる学校」

成果
評価

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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ン
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学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4
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職場体験などのキャリア教育を地域と連携
して実践する。

４：

3

３：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

【これまでの取組】
・公開すべき必要な情報はホーム
ページに公開するとともに、「今日の
給食」や「Misono Diary」を日々更新
し、最新の情報を公開した。
・緊急の情報発信には学校緊急連絡
システムを活用して情報の発信をす
ることができた。
・地域教育連絡協議会を年３回開催
し学校の状況や生徒の変容等の情
報を適切に提供し適正な評価を受け
ることができた。
・学校支援地域本部と連携して年７
回の土曜補習教室を開催し、生徒の
基礎学力の定着につなげられた。
・学校支援地域本部の協力のもと、３
１事業所で職場体験を実施し充実し
たキャリア教育を実施できた。

【今後の改善策】
・地域行事や学校・保護者・地域が連
携したボランティア活動への参加を
進めていく。

・ 地域に密着した教育は、今の世の中のニーズに合ってお
り、若者を取り込むためには、必須のことと考える。今から、生
徒が大切なことだと認識してくれることに期待している。

・ 地域での行事に生徒たちが参加したくなるように、地域とし
ても考えていく。

・ 今後の改善策については地域が学校に歩み寄ることが必
要である。リスキリングが叫ばれる時代、地域の方のICT化支
援も必要である。

・ 土曜教室の認知度が生徒と先生にもう少し広まるようにし
たい。

・ 地域や家族への対応は勤務時間外の時間帯にならざるを
得ないこともあると思う。ぜひ、OJTの位置付けで、コミュニ
ケーション強化の必要性も兼ねながら進めると良い。

・ 家庭と学校に関しては、いつの時代も同じだと思う。親と先
生が仲がいいと子どもも安心する。

1

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

3

3

4

3

3

3

4

ボランティア活動の推進を通して、保護者
や地域と連携を図る。

4

3

２：

１：

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

3

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

Ｄ

3

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

定期考査前の質問教室・放課後補習・土
曜補習教室等を実施する。

１：

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

4

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

生徒会活動・学級の係・当番活動などの充
実により、生徒の自己有用感を高める。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

薬物乱用防止教室、不審者・津波等様々
な事態を想定しての避難訓練を実施する。

熱中症防止や感染症防止のための対策を
推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・ 基礎を定着させる指導は、将来にとって一番大切なことなの
で、家庭学習も習慣となり、学習意欲を向上させてほしい。

・ 生徒は真面目に授業に参加している。今後の改善策も地域
が考える方向性と同じで、地に足がついていて、地域の者も
安心してサポートできる。

・ 引き続き、学ぶことの目的・意義について主体的に考え議論
する時間を繰り返し作っていくことで、更なる集中力の向上が
期待できる。

・ 土曜学習教室の年間回数を増やせるといい。

【これまでの取組】
・三者面談等で定期考査の結果や授業
の取り組みについて「学習カウンセリン
グ」を実施した。
・数学と英語における習熟度別少人数
授業を通して個に応じた指導を展開す
るとともに、タブレットの学習コンテンツ
を活用して基礎学力の定着を図った。
・学習補助員を活用して年間20回の放
課後学習教室と年間7回の土曜学習教
室を実施し、基礎学力の定着を図った。
・大田区学習効果測定の結果や定期考
査、生徒アンケートなどをもとに授業改
善推進プランを作成し、学期ごとに授業
の進捗状況を報告させ自己評価と分析
を行わせた。
・定期考査の２週間前から学習計画表
を作成させ、計画的に家庭学習を実施
させ、学習の習慣化を図った。

【今後の改善策】
・定期考査前だけでなく、日々の家庭学
習を継続させる指導をしていく。
・基礎基本の定着のため授業中の小テ
ストや単元テストをより充実させるととも
に復習に力を入れる指導をしていく。

3

4

3

４：

【これまでの取組】
・校区内の小学校との連携を密にし、
小学校での学校生活や家庭の様子
を把握したうえで、生徒指導に役立て
た。
・道徳教育推進教師を中心に「思い
やる力」「判断する力」「自己を律する
力」等を身に付けさせ、自他を尊重す
る精神を育成した。また、講師を招聘
して「考え議論する道徳」の校内研修
会を実施した。
・年度当初に要配慮・要支援の生徒
の共通理解を図り、１年生にはＳＣに
よる全員面接を実施した。全校生徒
に学校生活調査と学級集団調査を実
施し、課題の早期発見と迅速な対応
を組織的に行った。
・学校いじめ防止基本方針を具体性
のある内容に見直し、全教職員が共
通理解と共通実践で対応していくこと
を徹底した。
・不登校の生徒については学級担任
と学年教員を中心にこまめに連絡を
取り合うことを徹底するとともにＳＣや
関係機関との連携のもと、不登校状
態の改善に取り組んだ。

【今後の改善策】
・不登校傾向の生徒へのこまめな連
絡など早期対応をして、新たな不登
校生を出さない取り組みをする。
・いじめの早期発見のために、今後も
全教職員が休み時間や放課後の生
徒の様子をアンテナを高して見守っ
ていくようにする。

7

1

Ａ

Ｂ

1

Ｃ

Ｄ

5

4

B

4

１：

・ 生徒が楽しく学校に通えることができているのは、素晴らし
い。環境が整備されることで、学習に対しての向き合い方にも
意欲的に取り組めるようになることが期待できる。

・ 学校全体での取り組みは大事であり、子どもたちの情緒育
成には小学校との連携はもちろん、各家庭との連携が大切で
ある。これまで以上に密な連絡を取り合っていただきたい。

・ いじめに積極的に対応していて、先生方の負担や苦労は非
常に大きいと感じる。中学校時代に先生方が正面から相対す
ることは、解決に至らなくても見放されなかった安心感につな
がり、生徒の将来に確実に資するものである。

・ 小中連携をもっと強みにできたら良い。

・ 道徳授業など日々の生活の中で、自分と他者を尊重する、
倫理的に行動することができる様に、保護者と一緒に一人一
人と向き合える最後の時間でもあると思う。引き続きよろしくお
願いしたい。

・ これからIT化にともない、ますます心の問題が大事になって
くるので、相手の気持ちを考えられる人に育ってほしい。

・ 生徒と教師の良好関係を保つ指導は、中学校で学んだこと
が将来、社会人となった時の糧となるので、重点的に取り組
んでいかれることを望む。

・ 健康な体は、生活の基本になるので、この３年間の運動体
験は、体力づくりの基礎になる。

・ 部活動の顧問では、先生方の負担が大きすぎるので、改善
が必要である。

・ 熱心に取り組まれていることが充分に把握でき、今後、継続
することによる効果を期待できる。

・ 食育の動画やおたよりなどがあり、子ども達への愛情が感
じられる。

・ 食育の推進をとおして、食品ラベルや添加物など食品の知
識を身に付けてほしい。

・ 体力向上のための取り組みに期待している。

・ 私達の子どもがいた時より、充実した面がある。

・ 教員の質の向上を目指す取り組みの成果を得られたこと
は、今後に繋がる収穫である。継続して取り組んでいただきた
い。

・ 教育現場の校長先生・副校長先生・教職員全員のスムーズ
な動きが生徒たちに大きな影響となっている。

・ 先生方の授業での指導を見て、生徒たちを”ひきつける” ”
あきさせない" 工夫がされていて、先生方の努力を感じた。

・ アンケート結果が生徒と保護者で認識相違がほとんどなく、
どちらかというと保護者の方が高評価であることは、学校の連
絡が奏功していると考えられる。施設・設備の整備・修理のみ
が課題と見受けられる。

・ 経験３年以下の先生方が多いとのことなので、ぜひ、ベテラ
ンの先生方とのOJTを引き続き充実させていってほしい。

4

3

3

3

4

4

4

【これまでの取組】
・学校公開での保護者アンケートを踏
まえ、授業改善に活かすことができ
た。
・年3回の授業力向上のための研修
や授業改善セミナー等の研修によ
り、若手教員の指導力を向上させる
ことができた。
・特別支援教育に関する研修や特別
支援巡回相談での助言を共通理解
することで、特別支援を要する生徒
への理解が深まった。
・起震車やVR動画などを使い、実践
的な避難訓練を実施した。

【今後の改善策】
・タブレットを有効活用した授業実践
例を参考に、授業の工夫改善を今後
も継続していく。
・お互いの授業を参観し合いその後
の協議で、良い点を吸収し合うことで
授業力向上につなげる。
・巡回相談心理士からの助言やサ
ポートルームの教員からの情報を
ベースに、特別支援を要する生徒へ
の指導を共通理解のもとで実践して
いく。

３：

２：

１：

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」75％以
上である。

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」60％以
上である。

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」60％未
満である。

成果が得られたと回答
する教員が9０％以上
であった。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

おおむねできたと回答
する教員が５０％以上
であった。

・ ICT化は、生徒に定着してきているように感じた。積極的に
発言できない生徒にとって、タブレット活用により、発信できる
メリットがあると感じた。今後も継続して推進していただきた
い。

・ 校長先生の取組みが結実し、学校全体に活気を感じる。タ
ブレットが文房具になったのを実感する。

・ 引き続き、チャレンジングな機会を作って柔軟な適応力と体
験から、自己理解を深めて、個々の強みを見つける支援を充
実させてほしい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 2

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

１：

Ｄ「主体的・対話的で深い学び」となるよう
に、小集団での話し合い活動や協働学習
を実施する。

3

3

【これまでの取組】
・英語の授業でのコミュニケーション
能力の向上と全ての教育活動で人
権尊重の精神を身に付けさせること
を全教職員で確認した。
・学校経営方針に「ＩＣＴ機器を活用
した分かりやすい授業」と明記し、基
礎学力の定着と学ぶ意欲の伸張を
目指した。
・理科と数学の授業において、実験
や考え方の指導で、論理的、科学
的な思考力の育成を目指した。
・タブレット等を活用した学習活動を
全教科で実践する事を徹底した。

【今後の改善策】
・タブレットなどのICT機器の活用
が、生徒の興味関心の向上から「主
体的・対話的で深い学び」につなが
るように充実させていく。
・体力テストの結果から、持久力が
劣っている状況が続いているので、
今後も体育の授業の最初に一定時
間の走り込みを継続して行くととも
に、部活動でも持久力向上につな
がる練習を取り入れていく。

Ａ 7

おおむねできたと回答
する教員が８５％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が７５％以上
であった。


